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＜ポイント＞ 

徳島県を含む健診心電図実施率が高い地域は、低い地域より脳血管疾患の早期受診や

死亡率が年々改善することを明らかにしました。 
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お問い合わせ先 

徳島大学病院循環器内科 

助教 原 知也 

電話番号 088-633-7859 

メールアドレス hara.tomoya.2[ｱｯﾄ]tokushima-u.ac.jp 

※メールを送信される場合には、[ｱｯﾄ]を@に置き換えてください。 

770-8501 

徳島市新蔵町二丁目 24 番地 

電話番号 088-656-7021 

https://www.tokushima-u.ac.jp / 

脳血管疾患、特に脳梗塞の予防には、原因となる不整脈（心房細動）の早期発見

が重要です。心房細動の診断には心電図検査が必須ですが、日本の健康診断では 

「医師が必要と判断した場合のみ」心電図は行われており、その実施率は地域ごと

に様々です（徳島県は 100％)。今回の研究で、徳島県を含む健診心電図実施率が 

高い地域は、低い地域より脳血管疾患の早期受診や死亡率が経年的に改善すること

が判明し、全国に先駆けた新しい知見となっています。 

本研究成果は、2025（令和 7）年 12月 4日に、日本循環器学会発行英文学術雑誌

『Circulation Reports』に掲載されました（DOI：10.1253/circrep.CR-25-0278）。 
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健康診断の心電図検査が脳血管疾患の早期受診や死亡率の改善に有効 




